


























































































類似のゲームの中には，ネットの高さが 1.80 ｍや 2 ｍと高くなっていたり，ボールが硬く重いもの
になっているものも見られた．そこで，1985 年に「大樹町ミニバレー協会」を設立し，ルールや用具
（ボール）の統一を行った．1988 年には，全国的な大会の１つとして第 1 回「ミニバレ  ー ジャパン
カップ」を大樹町で開催した．その後，統一ルールを記した「オフィシャル･ミニバレー･ルールブッ




















リンで初のミニバレー大会が開催された．2006 年 10 月には，小島氏ら 6 名の北海道内愛好者がユジ
ノサハリンスクでの国際交流大会に参加し，以後相互交流を継続的に実施している（不定期）．2017













ら 2017 年の 5 年間にわたり『友情のボールプロジェクト』が展開された．2017 年にはパシュコフ教
授により，その成果発表会が企画された．さらに 2018 年には，パシュコフ教授によって教科指導書
本である「Физическая культура. Мини волейбол」（筆者による英訳：physical culture 
Mini-Volleyball )が執筆され，その学術成果がまとめられた． 
 












2017 年 10 月にロシア・サハリン州，ユジノサハリンスク市を中心にフィールドワークを実施した．
ミニバレーの国際化による幼児・障がい者への普及 


























ンターナショナルの部」を創設した．しかしながら，その後 5 年間は空白の時期を迎える．第 12 回






年 度 回 開催地 参加国数 備 考 
1992 5 大樹 7 インターナショナルの部創設 
1993～1998 年（第 6 回～11 回） 参加チームなし 
2000 12 札幌 4  
46 稚内北星学園大学 
 
2001 13 札幌 12  
2002 14 札幌 12  
2003 15 札幌 12  
2004 16 オホーツク圏 5  
2005 17 札幌 15  
2006 18 恵庭 12  
2007 19 札幌 4  
2008 20 大樹 4 招聘チーム 2 チーム 10 名 
2009～2011（第 21 回～23 回）募集せず 
2012 24 札幌 2 
ロシア（サハリン，ブリヤート）
モンゴルの合同チーム 11 名， 
 













































訪れ，2014 年には小島氏をはじめとする日本人 9 名が昌原市を訪問した．同年 11 月には，HIECC
の立会のもと，慶尚南道バレーボール協会と北海道ミニバレー協会の間で「交流覚書」の調印が行わ
れた．2016 年には，日本の訪問団が韓国慶尚南道を訪ずれ，その年に韓国の訪問団が第 28 回ジャパ
ンカップに参加している．2018 年 11 月には，慶尚南道から 8 名が来日し，札幌市で開催されたミニ
バレージャパンカップに参加した．大会前日には，ミニバレーの審判技術や，普及のための基礎知識
を学ぶため，「B 級公認審判員認定講習会」が開催され，訪問団全員が受講した． 


























入も 2007，2008，2012，2016，2018 年に行われた．特に，2016 年の第 28 回ジャパンカップ（帯
広）には，ロシアのサハリン，ウラウンデ，モスクワ，クラスノヤルスクの選手団受入を実施してい
る． 










および東洋学部日本語学科 2 名の女子学生による通訳（ロシア語⇔日本語）を介している． 
 ここでロシアの教育制度を確認しておきたい．外務省のホームページを参照したところ，ロシアの
教育は，大きく「普通教育」と「専門教育」に分かれている．普通教育は「4-5-2 制」であり，この




規定されている（ロシア連邦における教育に関する連邦法第 67 条第 1 項第 1 文）．一般的には，おお
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表 2 筆者らによるロシア滞在スケジュール 
１６日 新千歳空港→ユジノサハリンスクへ移動 















表 2 にあるように，2017 年 10 月 17 日開催のサハリン国立総合大学における学術シンポジウム






コフ教授，小島氏や，筆者が発表した（Игровые программы воспитания японских детей：日本
の子どものゲームプログラムについて，写真 2）．上述の 3 名以外にも，幼児教育の現場でミニバレー
指導をしている教職員による発表も行われた．①未就学児児童のミニバレーと身体的成長，②未就学
児のコミュニケーション手段発達におけるミニバレーの影響，③未就学児童の新しい身体的成長を促
す学校と保護者の協力，④7 歳から 8 歳児の子どもの公式バレーボールに果たすミニバレーの役割，
⑤ポロナイスクのミニバレーの 5 題であった．⑤のポロナイスクの教員による発表では，幼児へのミ
ニバレーの実施においてコートやネットの高さをアレンジして取り組んでいる事例，ミニバレーを幼
稚園で取り入れてから有病率が低下した（15％から 7％に）り，通学率が 70％から 80％に向上した












































































































パシュコフ教授によると，ユジノサハリンスクでは「56 の幼稚園うち 30 の幼稚園」でミニバレー
が実施されているという．他にも「（大会などに）参加するだけ，準備と参加するだけの幼稚園があり」，























































 上述のように，ロシア・サハリン州では，パシュコフ教授をキーパーソンとして，ここ 15 年程度
で急速なミニバレーの普及がなされてきた．同時に，3 つの主要な課題がある． 
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Popularization of young children and people with disabilties by internationalization of 
mini-volleyball 
~ Based on the case of Sakhalin(Russia) province ~ 
 
● 英文要約 
The Mini-volleyball, which was created in Taiki Town, Hokkaido in 1972, is one of the familiar 
"New Sports" in Hokkaido. About 40 years have passed since the birth of Mini-volleyball, now it 
has spread to more than 40 countries around the world, especially players are expanding rapidly 
in Russia. 
Therefore, the purpose of this paper is to investigate the process of internationalization of 
Mini-volleyball, especially the young children and people with disabled in Sakhalin (Russia), and 
to explore the possibility of further internationalization in the future. "New Sports" from 
Hokkaido (Taiki Town) is expanding overseas in a different phase from the spreading in Hokkaido 
or Japan. It is expected that the present time series and instantaneous organization of 
internationalization of Mini-volleyball are valuable materials for spreading and expanding as new 
sports in the future. 
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